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税
金
は
会
費
の
よ
う
な
も
の

　

私
た
ち
が
普
段
納
め
て
い
る
税
金
。
こ
の

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
心
・
安
全
な
生
活
を

送
る
た
め
に
、
社
会
保
障
、
福
祉
、
医
療
、

教
育
、
警
察
、
消
防
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
金
は
共

同
で
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
会
費
の
よ
う

な
も
の
で
、
そ
の
会
費
を
み
ん
な
で
公
平
に

負
担
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

税
金
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
は
、
所
得
税
や
消
費
税
、
市
・
県

民
税
な
ど
約
50
種
類
の
税
金
が
あ
り
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
国
、
県
、
市
の
予
算

に
組
み
込
ま
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り

普通税

目的税直接税 間接税

収入に課税 財産に課税 消費にかかるもの 流通にかかるもの

国税 所得税、法人税 相続税、贈与税 消 費 税、 酒 税、 た
ばこ税など 関税、印紙税 揮発油税など

地
方
税

道府県税 道府県 民税、事業
税 自動車税

道 府 県 た ば こ 税、
ゴルフ場利用税な
ど

不動産取得税 狩猟税、自動車取得税など

市町村税 市町村民税 固定 資産税、軽自
動車税 市町村たばこ税 なし 入湯税、国民健康保険税など

（表）税金の種類

（グラフ）市民1人当たりの市税99,782円の使い道

民生費……福祉サービスの提供
など
総務費……市民協働や市有財産
の管理など
農林水産業費……農林業の振興
など
衛生費……保健・医療や環境対
策
土木費……道路・橋の建設など
教育費……教育の充実
公債費……借入金の返済
商工費……観光の振興・企業誘
致など
消防費……消防・防災対策
その他……議会費、災害復旧費、
予備費、労働費

民生費
34,924円

（35.0%）

総務費
16,165円

（16.2%）農林水産業費
8,781円

（8.8%）

衛生費
8,581円

（8.6%）

土木費
8,382円

（8.4%）

教育費
7,783円

（7.8%）

公債費　5,488円 （5.5%）

消防費　2,893円 （2.9%）
その他　3,193円 （3.2%）
商工費　3,592円 （3.6%）

※道府県民税と市町村民税の総称を「住民税」と言う。

良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

税
金
は
そ
れ
ぞ
れ
納
め
る
方
法
や
課
税
対

象
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
大
き
な

分
け
方
と
し
て
は
、
国
に
納
め
る
「
国
税
」

と
地
方
公
共
団
体
に
納
め
る
「
地
方
税
」（
都

道
府
県
税
と
市
町
村
税
）
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
と
実
際
に
納
税
す
る
人
が
同
じ
「
直
接

税
」、
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
か
ら

商
店
な
ど
が
い
っ
た
ん
預
か
る
よ
う
な
形
に

な
っ
て
、
最
終
的
に
商
店
な
ど
が
納
税
す

る
「
間
接
税
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

決
め
ら
れ
た
目
的
の
み
に
活
用
さ
れ
る
「
目

的
税
」
も
あ
り
ま
す
。（
3
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

負
担
は
だ
れ
も
が
公
平
に

　

税
金
は
、
支
払
能
力
（
担
税
力
）
に
応
じ

て
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
そ
こ
で
、

所
得
税
な
ど
で
は
、
所
得
の
多
い
人
ほ
ど
税

率
が
高
く
な
る
「
累
進
課
税
」
と
い
う
方
法

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
こ
の
累
進
課
税
に
は
、

所
得
の
多
い
人
に
は
大
き
い
負
担
を
、
所
得

の
少
な
い
人
に
は
小
さ
い
負
担
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
税
金
を
納
め
た
後
の
所
得
差
を
小

さ
く
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
法
に

よ
っ
て
、
皆
さ
ん
が
公
平
な
負
担
に
な
る
よ

う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
の
使
い
道

　

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
市
税
を
、
市
民
1

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
9
万
９
７
８
２

円
と
な
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
こ
れ
に

対
し
、
市
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用

は
、
市
民
1
人
当
た
り
約
67
万
３
７
０
７
円

と
な
り
ま
す
。
約
15
％
が
市
税
で
賄
わ
れ
る

計
算
に
な
り
ま
す
。
※
1
人
当
た
り
の
金
額

は
、
平
成
31
年
度
市
税
当
初
予
算
額
（
19
億

４
２
６
０
万
４
０
０
０
円
）
と
一
般
会
計
当

初
予
算
（
１
２
９
億
８
３
０
０
万
円
）
を
、

人
口
1
万
９
２
７
１
人
（
平
成
31
年
4
月
1

日
現
在
）
で
割
っ
て
算
出
。

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
て
い
る
税
金
。
納
め
て
い
る
税
金
が
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？
今
回
は
、
税
金
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、

税
金
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

く
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

税
金
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滞
納
処
分
を
強
化

　

平
成
30
年
度
の
市
税
の
収
納
率
は
、
98
・

67
％
（
現
年
度
課
税
分
）
で
し
た
。
国
民
健

康
保
険
税
の
収
納
率
は
、
93
・
98
％
（
現
年

度
課
税
分
）
で
し
た
。

　

税
の
滞
納
は
、
単
に
そ
の
滞
納
額
が
市
の

財
源
か
ら
失
わ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
が
発
生
す
る
と
、
貴
重
な
税
金
を
、
督

促
状
の
送
付
な
ど
の
本
来
使
わ
な
く
て
よ
い

経
費
に
使
う
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
不
利
益
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
法
律
に
従
っ
て
自
分

が
払
う
べ
き
税
金
に
つ
い
て
理
解
し
、
納
期

内
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
多
く
の
人
と
の

公
平
性
が
、
滞
納
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
収
入
や
財
産
が
あ
り

な
が
ら
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し

な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
滞
納
額
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
、
滞
納
処
分
（
差
押
え
等
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
も
預
貯
金
・
給
与
の
差
押
え

の
ほ
か
、
捜
索
で
動
産
（
家
財
等
）
の
差
押

え
を
行
い
ま
し
た
。
差
し
押
さ
え
た
動
産
等

は
公
売
を
行
い
、
公
売
で
得
た
売
却
代
金
を

滞
納
税
へ
充
て
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
県
・
小
林
市
・
高
原
町
・
え
び

の
市
で
相
互
併
任
協
定
を
結
び
、
合
同
で
滞

納
処
分
に
取
り
組
み
ま
す
。
7
月
6
日
に
は

合
同
で
「
に
し
も
ろ
公
売
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
11
月
に
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

差
押
え
に
令
状
は
不
要

　

税
を
滞
納
し
た
場
合
、
市
は
法
律
に
従
っ

て
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し

ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
税
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
財
産
（
預
貯
金
、
生
命
保
険
、

不
動
産
、
給
与
、
売
掛
金
、
動
産
な
ど
）
の

調
査
や
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
こ
の
調
査
は
勤
務
先
や
取
引
先

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

財
産
の
調
査
や
捜
索
な
ど
は
、
法
律
の
規

◎滞納処分の流れ

督促状発送

　納期限経過後に「督促状」を送付し
ます。

財産調査

　勤務先・金融機関・生命保険会社・
取り引き先などへ調査を行います。ま
た、自宅等へ財産調査のため、強制的
に捜索を行います。

差押え

　財産（預貯金・生命保険・不動産・給与・
売掛金・動産など）を差し押さえます。

換価・配当

　差し押さえた財産を公売などで売却
して得た代金や、差し押さえた預貯金・
給与を税金に充てます。

納税通知書発送

　納税通知書と納付書（口座振替の場
合は納税通知書のみ）を発送します。

納税・滞納処分Ｑ＆Ａ
ーこんな話をよく聞きますー

Q 借金があるから税金が払えない。

借金は個人がつくるものです。
法律によって、税金はすべての
債務（借金含む）に優先すると
定められています。そのため、
個人債務よりも税金が優先され
ます。

銀行口座を調べられ、勝手に口
座からお金がおろされた。個人
情報保護法違反だ。

税金を滞納すると、国税徴収法・
地方税法に基づき財産すべてに
対する調査権限が発生します。
この権限を行使して調査する場
合、勤務先や銀行などの調査さ
れた機関は答えなければなりま
せん。

租税教室を行っています

分割納付をしているのに差し押
さえられた。どうしてか。

分割納付をしているから差し押
さえられないということはあり
ません。新たに財産を発見した
場合や約束を守られていない場
合は差押えを行います。

納期限日を過ぎて納付したため、
延滞金が加算された。延滞金は
納付しなければならないのか。

税金は、納期限内納付が原則で
す。納期限内に納付している人
との公平性を保つため、延滞金
を納付してもらいます。なお、
延滞金を納付しない場合も滞納
処分（財産差押え）の対象とな
ります。

定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、
裁
判
所
の

令
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
に
は
延
滞
金

　

税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
場
合

は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の

公
平
を
図
る
た
め
、
必
ず
納
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
延
滞
金
の
割
合
は
、
銀
行
な
ど
の

預
金
金
利
よ
り
は
る
か
に
高
い
率
で
す
。

　

２
０
１
９
年
の
延
滞
金
の
率
は
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
1
カ
月
を
経
過
す
る
ま
で
は
、

1
日
当
た
り
2
・
6
％
、
経
過
し
た
後
は

8
・
9
％
で
す
。

滞
納
を
な
く
す
取
り
組
み

　

市
税
等
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
市
は

口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

は
指
定
金
融
機
関
・
郵
便
局
で
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
度
登
録
す
る
と
自
動
で

引
き
落
と
し
が
で
き
る
た
め
、
納
め
忘
れ
の

防
止
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
が
毎
月
の

給
与
を
従
業
員
に
支
払
う
際
に
、
給
与
か
ら

天
引
き
し
、
ま
と
め
て
納
入
す
る
特
別
徴
収

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
の
ほ
と

ん
ど
の
事
業
所
が
特
別
徴
収
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
租
税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
・

理
解
を
得
る
た
め
に
、
小
・
中
学
校
や
高
等

学
校
で
租
税
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
租

税
教
室
で
は
、
税
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞

す
る
な
ど
、
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
学
習

7 月 6 日に行われたにしもろ公売会の様子

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
限

内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず

納
期
限
内
に
市
税
務
課
収
納
対
策
室
、
ま
た

は
市
健
康
保
険
課
賦
課
徴
収
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
を
含
め
、

完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
に
つ
い
て
の
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
出
が

事
実
と
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
や
、

納
付
計
画
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
の
場
合
は
滞

納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
絶
対
に
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
書
等
の
元
号
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

市
税
務
課
か
ら
発
送
す
る
納
付
書
等
の
日

付
は
、
従
来
か
ら
原
則
と
し
て
和
暦
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
4
月
30
日
ま
で
に
発
送
し
た

納
付
書
等
に
は
「
平
成
」
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
5
月
1
日
以
降
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
「
令
和
」
を
使
用
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
務
処
理
の
関
係
で
、
5
月
1

日
以
降
の
日
付
の
納
付
書
等
で
あ
っ
て
も
、

新
元
号
の
記
載
が
間
に
合
わ
ず
に
「
平
成
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
元

号
が
改
ま
っ
た
後
の
「
平
成
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
納
付
書
等
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の

効
果
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
効

な
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

　

な
お
、
改
め
た
納
付
書
等
の
発
行
や
発
送

は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
納
付
書

等
で
「
平
成
」
と
表
記
さ
れ
る
部
分
は
、
新

元
号
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課 

収
納
対
策
室

☎
35
‐
３
７
３
7（
直
通
）

問
市
健
康
保
険
課 

賦
課
徴
収
係

☎
35
‐
３
７
４
３（
直
通
）

納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、
や
む

A

Q

A

Q

A

Q

A



7  6広報 令和元年7月号

産
業
団
地
実
施
設
計
を
実
施

　

市
で
は
、
産
業
団
地
を
造
成
す
る
た
め
、

平
成
30
年
度
に
約
1
年
か
け
て
実
施
設
計
業

務
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
設
計
業
務
で
は
、

土
地
利
用
設
計
、
整
地
設
計
、
排
水
設
計
、

道
路
設
計
、
調
整
池
設
計
な
ど
、
造
成
工
事

に
必
要
な
設
計
図
書
の
作
成
に
加
え
、
測
量
、

地
質
調
査
な
ど
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
設
計
図
書
に
基
づ
き
、
工
事
費
や

土
地
取
得
費
を
含
む
概
算
事
業
費
、
工
期
、

工
程
、
財
政
試
算
等
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

用
地
買
収
と
造
成
工
事
の
実
施

　

今
回
、
議
会
で
予
算
の
議
決
を
受
け
、
用

地
取
得
の
た
め
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
対

し
契
約
の
相
談
を
行
い
、
土
地
売
買
仮
契
約

お
よ
び
建
物
等
除
去
の
た
め
の
補
償
契
約
の

締
結
手
続
き
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
工
事
の
早
期
実
施
に
向
け
て
工
事
の

施
工
方
法
（
工
事
区
割
等
）
の
検
討
を
行
い
、

工
事
を
施
工
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
用
地
買
収
】

　

5
月
21
日
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
全
体

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
14
・
８
㏊
の

面
積
に
つ
い
て
土
地
売
買
仮
契
約
等
の
手
続

き
を
個
別
に
お
願
い
し
、
地
権
者
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
手
続
き
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
6
月
定
例

会
で
は
、
財
産
（
土
地
）
取
得
の
議
案
を
提

案
し
、
議
決
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
申
請
中
の
農
地
法
や
開
発
行
為
の
許

可
後
、
土
地
の
権
利
を
市
が
正
式
に
取
得
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
用
地
買
収
に

伴
う
建
物
等
撤
去
に
係
る
補
償
契
約
も
併
せ

て
手
続
き
を
終
え
て
い
ま
す
。

【
造
成
工
事
の
実
施
】

［
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
に

よ
る
施
工
］

　

約
17
・
3
㏊
も
の
広
大
な
土
地
（
農
地
、

宅
地
等
）
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
や

地
元
業
者
の
受
注
機
会
確
保
の
観
点
か
ら
、

5
つ
の
工
区
に
分
け
て
工
事
を
施
工
し
ま
す
。

ま
た
、
5
つ
の
工
区
の
う
ち
4
つ
の
工
区
で

は
、
市
内
建
設
業
者
同
士
が
組
む
こ
と
で
工

事
を
実
施
す
る
方
法
（
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
施
工
）

に
よ
り
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

造
成
工
事
請
負
総
額
は
、
２
か
年
で
約
9

億
５
3
０
０
万
円
で
す
。

［
盛
土
材
の
確
保
］

　

必
要
と
な
る
土
量
は
、
約
21
万
７
０
０
０

㎥
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
土
量
に
つ
い

て
は
、
国
土
交
通
省
が
今
年
度
以
降
実
施
す

る
河
川
掘
削
工
事
に
よ
る
公
共
用
残
土
を
提

供
し
て
も
ら
う
め
ど
が
立
ち
、
ほ
ぼ
全
量
を

ま
か
な
え
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
多

額
の
経
費
削
減
が
図
ら
れ
ま
す
。
造
成
工
事

に
あ
た
っ
て
は
、
土
砂
の
搬
入
等
、
国
土
交

通
省
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

［
工
事
中
の
安
全
確
保
］

　

工
事
期
間
中
は
、
産
業
団
地
計
画
地
付
近

や
土
砂
運
搬
経
路
に
当
た
る
道
路
で
は
大
型

車
両
が
往
来
し
ま
す
。
要
所
に
誘
導
員
を
配

置
し
て
大
型
車
の
通
行
を
誘
導
し
、
子
ど
も

や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
一
般
車
両
の
通
行
へ
の
影
響

産
業
団
地
事
業
の
実
施
に
向
け
て

を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
騒
音
対
策
や
防

じ
ん
対
策
も
行
い
ま
す
。

［
工
期
と
工
事
内
容
］

　

工
事
が
始
ま
る
と
、
造
成
用
の
土
砂
の
搬

入
が
始
ま
り
ま
す
。
土
砂
の
搬
入
は
、
8
月

か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
造
成
工

事
が
終
わ
る
の
は
、
令
和
2
年
度
末
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
工
事
区
域
内
に
現
存
す

る
住
宅
や
樹
木
等
の
除
去
を
行
い
、
国
土
交

通
省
の
河
川
掘
削
工
事
で
発
生
す
る
公
共
用

残
土
を
産
業
団
地
計
画
地
内
へ
搬
入
し
ま
す
。

【
企
業
立
地
の
早
期
実
現
に
向
け
て
】

　

産
業
団
地
事
業
は
、
団
地
を
造
成
す
る
こ

と
が
最
終
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
産
業

団
地
に
企
業
を
立
地
（
誘
致
）
し
、
働
く
場

の
確
保
を
図
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
の
抑
制

や
本
市
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

事
業
で
す
。

　

現
在
、
企
業
立
地
協
定
を
締
結
す
る
な
ど

の
形
で
立
地
を
確
約
し
た
企
業
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
企
業
が
複

数
あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
業
実
施
の
決
定
で
、

よ
り
具
体
的
な
交
渉
が
進
ん
で
い
く
こ
と
は
、

早
期
の
立
地
操
業
に
向
け
て
大
き
な
進
歩
で

す
。
企
業
の
立
地
操
業
の
早
期
実
現
に
向
け

て
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
立
地
活
動
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
企
業
の
進
出
の
意
向
や
事
業
推
進
に

対
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
・
助
言
等
、
積
極
的
に

情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
産
業
団
地
計
画
地
付
近
、

大
型
車
両
の
通
行
経
路
沿
い
の
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

産
業
団
地
造
成
工
事
に
関
し
て
、ご
意
見
・

お
問
い
合
わ
せ
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
企

業
立
地
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
市
企
業
立
地
課

☎
35
‐
３
７
２
７
（
課
直
通
）

市
で
は
、
5
月
15
日
か
ら
16
日
に
行
わ
れ
た
議
会
臨
時
会
で
、
産
業
団
地
事
業
に
係
る
土
地
取
得
予
算
お
よ
び
工
事
関
係
予
算

が
議
決
さ
れ
、
事
業
の
実
施
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
工
事
計
画
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

＜令和元年度事業予算について＞
　総事業費は、約 17 億 5500 万円を見込んでいます。今年度で約 9 億円を借り入れ、
事業を実施します。今年度は、土地取得や工事等の予算を計上しました。

【産業団地概要】
［開発面積］約 17.3ha
その内、企業用地面積が 11.37ha（11 区画）

［総事業費］約 17 億 5500 万円
［財政負担額］約 3 億 8700 万円（一定の条件下での試算）

◯令和元年度予算（5 月補正予算を含む）

産業団地整備事業費　合計：9億 1985 万 1000 円
（主な費用）土地購入費：4 億 5720 万 3000 円　　 ［財源］
　　　　　  工事請負費：4 億 747 万 1000 円　　　借入金：9 億 740 万円
　　　　　  補償金：3491 万 5000 円　　　  　　　県補助金：400 万円
　　   　  　公債費（償還金）：731 万円　　　　　   一般会計繰出金：845 万 1000 円

上から見た計画地周辺

産業団地の平面図

産業団地の位置図（出典：国土地理院）
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�市福祉事務所 福祉係（非課税者分）　☎35-1115（直通）  �市福祉事務所 子育て支援係（子育て世帯分）　☎35-3738（直通）

福 祉

プレミアム付商品券を販売します

①住民税非課税者分 ②子育て世帯分

対象者
※①と②ど
ちらの要件
にも当ては
まる人は、
両方の商品
券を購入で
きます。

次のすべてを満たす人
・1 月 1 日時点で市に住民登録されている人
・令和元年度分の住民税（均等割）が課税されて
いない人

・令和元年度分の住民税が課税されている人に扶
養されていない人

・生活保護を受けてない人

平成 28 年 4 月 2 日から令和元年 9 月 30 日まで
に生まれた子が属する世帯主の人

申請 必要　※申請期限：11 月 29 日（金） 不要
販売期間 10 月 1 日（火）～令和 2 年 1 月 10 日（金）
使用期間 10 月 1 日（火）～令和 2 年 1 月 31 日（金）
販売単位 1 冊 5,000 円（500 円× 10 枚つづり）
販売額 1 冊当たり 4,000 円（プレミアム率 25％）
販売限度数 1 人当たり 5 冊 対象の子の数× 5 冊

購入手続き

1. 購入対象者と想定される人に申請書を郵送（8
月上旬を予定）
2. 購入を希望する場合、届いた書類を使用して
申請
3. 審査後、購入要件に該当する購入対象者に商
品券を購入するための引換券を郵送（9 月下旬を
予定）
※申請に不備がある場合は、市が指定する期日
までに修正した申請書を提出してください。購
入対象者であっても商品券が購入できなくなる
可能性があります。

1. 購入対象者に商品券を購入するための引換券
を郵送（9 月下旬を予定）
2. 引換期間中に販売場所で引換券を提示し購入
※購入引換券に子の名前は表示されません。子
の数と購入引換券の数が同じかどうか確認して
ください。

共通事項
・1 冊単位で何回かに分けて購入することができます。
・商品券購入の際は本人確認を行います。身分証を持参してください。
・購入引換券の再発行はできません。

　

市
で
は
、
住
民
税
非
課
税
者
・

子
育
て
世
帯
主
向
け
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
発
行
・
販
売
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
10
月
1
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
う
住
民
税
非
課
税
者
と
子
育
て

世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
消

費
の
喚
起
と
下
支
え
を
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
事
業
の
対
象

者
等
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
特
殊
詐
欺
や
個
人
情
報

の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◯
市
や
内
閣
府
な
ど
が
手
数
料
な

ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
市
や
内
閣
府
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
現
時
点
で
、
市
や
内
閣
府
な
ど

が
住
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
な

ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
や
内
閣

府
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便
が
届

い
た
ら
、
迷
わ
ず
市
や
最
寄
り
の

警
察
署
（
え
び
の
警
察
署 

☎
33

‐
０
１
１
０
）、
ま
た
は
警
察
相

談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆プレミアム付商品券販売概要

�市学校教育課 総務係　☎35-3721（課直通）

教 育 新しい教育長就任

　

7
月
4
日
、
え
び
の
市
第
18

代
教
育
長
に
、
永
山
新
一
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。
3
期
11
年

に
わ
た
り
教
育
長
を
務
め
た
、

萩
原
和
範
さ
ん
の
後
任
と
し
て

就
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。
任
期

は
令
和
元
年
7
月
4
日
か
ら
令

和
4
年
7
月
3
日
ま
で
の
3
年

間
で
す
。

　

永
山
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
9

月
15
日
生
ま
れ
の
52
歳
。
市
末

永
の
出
身
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

新
富
町
立
新
田
中
の
教
頭
や
中

部
教
育
事
務
所
主
幹
、
県
教
育

委
員
会
人
権
同
和
教
育
課
主
幹

な
ど
を
歴
任
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
育
長
の
就
任
に
あ
た
り
、

永
山
さ
ん
は「
子
ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
も
一
人
一
人
が
可
能

性
や
良
さ
を
発
揮
で
き
、
キ
ラ

リ
と
輝
く
よ
う
な
教
育
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
え
び
の
と
い
う

地
域
力
を
生
か
し
た
教
育
、
そ

し
て
、
地
域
に
根
差
し
た
教
育

を
中
心
に
据
え
、
こ
れ
ま
で
先

人
が
培
っ
て
き
た
礎
を
大
切
に

し
な
が
ら
、『
発
展
的
に
継
承

す
る
』と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
ま

い
進
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�市民協働課 市民協働係　☎35-1118（直通）

協 働 自治会加入で安全・安心なくらしを

　

8
月
は
、
自
治
会
加
入
強
化

月
間
で
す
。加
入
強
化
月
間
は
、

自
治
会
へ
の
加
入
を
自
治
会
と

行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
推
進
す

る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
期
間
中
、
チ
ラ
シ
配

布
や
の
ぼ
り
旗
を
立
て
る
な
ど

自
治
会
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
や

核
家
族
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、
個
人
や
家
族
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
問
題
が
ま
す
ま
す

増
え
て
い
ま
す
。
も
し
、
災
害

が
今
こ
の
場
所
で
起
こ
っ
た

ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
？
地
震
や
水
害
な
ど
、
大
き

な
災
害
に
あ
っ
た
と
き
、
人
は

一
人
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
一
人
一
人
が
地
域
に
関
心

を
持
ち
、
住
民
同
士
が
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
で
の
情
報
共
有
や
世
代
を

超
え
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
訓
練

な
ど
、
自
治
会
の
果
た
す
役
割

は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
自
治
会
で

は
、
地
域
に
住
む
一
人
一
人
が

自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
考

え
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を

よ
り
快
適
で
住
み
よ
い
環
境
に

す
る
た
め
に
、
お
互
い
に
協
力

し
合
い
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
防
災
・

防
犯
、
環
境
美
化
、
住
民
間
の

親
睦
・
交
流
な
ど
市
民
生
活
に

密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
に
加
入
し
て
親
睦
や

交
流
を
深
め
、
地
域
の
共
通
の

課
題
に
協
力
し
て
取
り
組
み
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。
自
治
会
に
入
り
た

い
と
い
う
人
は
、
居
住
す
る
地

区
の
自
治
会
長
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
自
治
会
長
の
連
絡
先

な
ど
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
市

民
協
働
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
7
月
3
日
で
教
育
長

を
退
任
し
た
萩
原
和
範
さ
ん
は

「
創
造
性
豊
か
で
意
欲
あ
る
人

づ
く
り
の
た
め
に
学
力
向
上
と

地
域
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
幼
・
保
・

小
・
中
・
高
一
貫
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
や
保
護
者
・
関
係
者
の

多
大
な
る
支
援
・
協
力
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学

習
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
各
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
と
え
び
の
市
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。新しい教育長に就任した永山新一さん
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�市健康保険課 医療保険係　☎35-3742（直通）

健 康

健 康

国民健康保険（国保）の保険証が新しくなります

　

8
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保

険（
国
保
）の
保
険
証
が
変
わ
り

ま
す
。
加
入
者
に
は
、
7
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

現
在
の
保
険
証（
黄
色
）は
、

7
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ

て
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

8
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
新

し
い
保
険
証
は
薄
い
え
ん
じ
色

で
す
。
有
効
期
限
は
、
令
和
2

年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
学
生
用
保
険
証
を
持
っ
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

　

届
い
た
保
険
証
の
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
等
に
誤
り
が
あ

る
場
合
は
、
市
健
康
保
険
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

国
保
加
入
者
が
社
会
保
険
等

に
加
入
し
た
場
合（
被
扶
養
者

も
含
む
）は
、
国
保
の
喪
失
手

続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
国
保
の
保
険
証

・
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
保
険

証・
世
帯
主
お
よ
び
社
会
保
険
等

に
加
入
し
た
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
分
か
る
も
の

・
手
続
き
に
来
る
人
の
印
鑑
と

身
分
証
明
書

�市健康保険課 医療保険係　☎35-3742（直通）

後期高齢者医療の保険証が切り替わります

　

8
月
1
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
が
切
り
替
わ
り

ま
す
。
7
月
下
旬
ま
で
に
本
人

宛
て
に
届
き
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
水
色
で

す
。
有
効
期
限
は
、
令
和
2
年

7
月
31
日
ま
で
で
す
。
保
険
証

が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

病
気
や
け
が
で
継
続
し
て
診

療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
人

は
、
毎
月
は
じ
め
に
保
険
証
を

必
ず
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
し
な
い
人
は
、
保
険
証
中
央

の
折
り
目
部
分
を
は
さ
み
等
で

切
り
取
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

保
険
証
は
、
失
く
さ
な
い
よ

う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

色が替わります

後期高齢者医療被保険者証
　　　　　　　　　有効期限　令和　2 年　7 月 31 日

被保険者番号　○○○○○○○

住　　　　所　宮崎県えびの市○○　　
　
氏　　　　名　広域　連合子　　　　　　   性　別　○
生年月日 昭和○年〇月○日 資格取得年月日 平成○年〇月○日

発行期日 平成○年〇月○日　 交付年月日    令和○年○月○日

一部負担金の割合　　○割

　保険者番号　　○○○○○○○○

　 保険者名　 宮崎県後期高齢者医療広域連合

※ジェネリック医薬品とは新薬（先発医薬品）
　と同じ有効成分を使っており、品質、効き目、
　安全性が同等で低価格なお薬です。

被保険者情報記載欄 ジェネリック医薬品希望カード

■記載内容

①新しい保険証は 7 月下旬に
封書で届きます。

②ミシン目に沿って、ゆっ
くりはがしてください。

  医師・薬剤師の皆様へ

ジェネリック医薬品を
希望します

�市総務課 人権啓発室　☎35-3711（課直通）

人 権 外国人の人権について考えてみませんか

　

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
て
い
く
権
利
で
、
全

て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

　

近
年
、
国
際
化
の
進
展
に
伴

い
、
外
国
人
の
観
光
客
や
労
働

者
が
急
激
に
増
え
て
、
日
常
生

活
で
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が

増
え
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
２
２
９
人
の
外

国
人
が
住
ん
で
い
ま
す（
平
成

29
年
12
月
末
法
務
省「
在
留
外

国
人
統
計
」）。
ま
た
、
平
成
27

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
外

国
人
の
人
口
に
占
め
る
割
合
が

県
内
で
最
も
高
い
の
が
え
び
の

市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
に
実
施
し
た

人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

に
よ
る
と
、「
外
国
人
・
外
国

国
籍
市
民
に
関
す
る
こ
と
で
、

人
権
上
特
に
問
題
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
す
か
」と
い
う
問
い
に
対
し

て
、「
言
葉
、
生
活
習
慣
、
文

化
な
ど
の
違
い
か
ら
、
地
域
社

会
の
受
け
入
れ
が
十
分
で
な

い
」と
答
え
た
人
が
36
・
7
％

と
、
最
も
高
い
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

外
国
人
と
接
す
る
機
会
は
ま
す

ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、
文

化
等
の
多
様
性
を
認
め
、
外
国

人
の
生
活
習
慣
等
を
理
解
・
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の

人
権
に
配
慮
し
た
行
動
を
と
る

よ
う
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

市では、毎月 1 回特設人権行政相談所を開設しています。また、
えびの市女性相談所も開設しています。あなたの悩みの解決のた
めに最善の方法を一緒に考えます。
●相談窓口

【特設人権行政相談所】
［相談日時］毎月第 1 水曜　午前 10 時～午後 3 時
［場所］市役所 2 階 2-1 会議室
【えびの市女性相談所】
［相談日時］毎週月曜～金曜　午前 9 時～午後 4 時 ※祝日を除く
［場所］市役所内（電話相談・面接による相談）
［専用電話］35-0152　［フリーダイヤル］0120-123-693

�市学校教育課 教育係　☎35-3721（課直通）　 �市観光商工課 商工係　☎35-3728（直通）

起 業 起業家育成セミナー

　

6
月
22
日
、
県
立
飯
野
高
等

学
校
で
、
第
1
回
起
業
家
育
成

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
市
の

起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営

委
託
事
業
を
受
託
し
た
え
び
の

市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う

も
の
で
、
今
年
度
は
9
回
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
高
校
生
お

よ
び
地
域
住
民
が
広
く
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
や
生
き
方
に
触
れ
、

地
域
に
貢
献
す
る
意
義
や
地
域

課
題
解
決
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係

を
学
び
、
え
び
の
市
の
資
源
を

生
か
し
た
起
業
の
た
め
の
具
体

的
な
手
法
等
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
な
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

第
1
回
目
の
講
師
は
、
Ｍ
Ｕ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
‐
Ｈ
Ｕ
Ｂ
の
代
表
村

岡
浩
司
氏
で
「
世
界
に
つ
な
が

る
地
元
創
生
起
業
論
」
と
い
う

演
題
で
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

飯
野
高
校
生
や
市
民
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

村岡氏の話を熱心に聞く参加者
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特産品への理解を深める

地域特産品開発プロジェクト学習

　飯野高校前の水田で田植えが行われました。
これは、飯野高校の地域特産品開発プロジェク
ト学習の一環で行われたものです。飯野高校生
活文化科 1 年生 26 人、飯野小学校 5 年生 53
人が参加し、JA えびの市青年部と女性部の指
導のもと行われました。
　同小の柚木恵輔くんは、「苗を少しずつとっ
ていくのが難しかったです。田植えは大変だっ
たけど楽しかったです」と話していました。

6/21

父の日に牛乳（ちち）を

牛乳を贈ろうキャンペーン

　えびの市酪農青年女性部の代表 3 人が牛乳
消費拡大の PR のために、市長を訪問しました。
　宮崎県酪農青年女性連絡協議会では、「6 月
第 3 日曜日の父の日に、牛乳を贈ろうキャン
ペーン」を行っています。同部は、牛乳の消費
拡大を願い、市長に牛乳を贈りました。
　北別府翔平部長は「おいしい牛乳を飲んで、
酪農振興のために頑張ってもらいたいです」と
話していました。

6/13

修学旅行で田植え体験

北きりしま田舎物語田植え交流会
　

水
辺
の
楽
校
東
側
の
ほ
場
で
、
兵

庫
県
稲
美
町
立
稲
美
北
中
学
校
の
3

年
生
の
生
徒
と
北
き
り
し
ま
田
舎
物

語
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
田
植
え
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
修
学

旅
行
の
行
程
の
中
に
北
き
り
し
ま
田

舎
物
語
の
農
家
体
験
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
も
の
で
、
田
植
え
交
流
会
は

今
回
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
実
行
委
員
長
の
村
崎
ひ

な
子
さ
ん
は
、「
宮
崎
に
来
た
の
は

初
め
て
で
、
田
植
え
も
初
め
て
で
し

た
。田
植
え
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

6/11

歯の健康を保つために

歯と健康　みんなの集い

　市保健センターで「歯と健康　みんなの集い」
が行われました。これは、小林えびの西諸歯科
医師会が行ったものです。
　集いでは、歯みがき指導、フッ素塗布、歯科
検診、鹿児島大学病院口

こうくう

腔外科医師による口腔
がん検診、真幸小学校児童による寸劇「ハミガ
キレンジャー」などが行われました。
　集いには、市内外から多くの家族が訪れてい
ました。

6/15

来場者とつくりあげた公演

演劇公演「赤桃」

　市文化センター大研修室で演劇公演「赤桃」
が行われました。この公演は、来場者が壁に紙
を貼ったり、絵本を積み上げたりして、そのと
きだけの空間を出演者と一緒につくりあげるも
のです。公演には、約 70 人が来場しました。
　飯野小学校の柊山遼太くん（4 年）は「オオ
カミに食べられるシーンで、頭の上から幕が覆
いかぶさってきて、本当にお腹の中にいるよう
でした。楽しかったです」と話していました。

6/23

留学生の日本語会話向上を

日本語交流会

　市国際交流センターでは、日章学園九州国際
高等学校の留学生の日本語会話力向上のために

「日本語交流会」を毎週火曜日と木曜日に開催
しています。
　交流会では、日本語ボランティアの 9 人と
留学生がグループを作り、自己紹介、えびのや
中国長春のことなどさまざまなことについて、
日本語を中心に会話をしていました。

6/25

仲間と一緒に頑張る

公営塾成銘館開講式

　県立飯野高等学校で、公営塾成銘館の 1 年
生の開講式が行われました。同塾は、飯野高校
生が大学などへの進学、企業への就職希望を実
現するために、外部講師などによる英語、数学
の課外授業を行っており、市が支援しているも
のです。
　同式には、生徒 27 人が出席し、受講生を代
表して西田有李さんが「仲間と切

せ っ さ た く ま

磋琢磨しなが
ら頑張ります」と抱負を述べました。

10/86/12
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犯罪のない明るい社会を

社会を明るくする運動

　えびの地区保護司会の 7 人が市長を訪問し、
会長の岩尾昭文さんが内閣総理大臣の「社会を
明るくする運動」のメッセージを代読しました。
　社会を明るくする運動は、罪を犯した人たち
の更生について理解を深め、犯罪のない地域社
会を築こうとする全国的な運動で、今年で 69
回目となります。
　7 月 11 日には、市内各地で社会を明るくす
る運動の啓発活動が行われました。

7/4

観光客へのおもてなしに

ブーゲンビリア贈呈式

　市役所本庁でブーゲンビリア贈呈式が行われ
ました。これは、宮崎空港ビル株式会社と宮崎
県が、県内市町村に空港の愛称に選定された
ブーゲンビリアを広めようと行っている「目指
せ 2020 年！宮崎発、みやざきブーゲンビリア
植栽プロジェクト」の一環で行われたものです。
　今回贈呈されたブーゲンビリアは、市役所正
面玄関に飾られるほか、市内各公共施設等に配
布されています。

6/27

えびの産の食材で優勝を狙う

ご当地グルメコンテスト2019inまつり宮崎
　

8
月
17
日
に
宮
崎
市
の
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ｍ

ｉ
ｃ
ｃ
で
「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
プ
レ
ゼ

ン
ツ
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
㏌
ま
つ
り
宮
崎
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
飯
野
高
校
生
活
文
化
科

の
3
年
生
と
Ｓ
Ａ
Ｐ
（
若
手
農
業
者

団
体
）
が
考
案
し
た
「（
飯
野
高
校

×
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
青
春
Ｓ
Ａ
Ｐ
ラ
イ
ス
霧

峰
牛
を
添
え
て
」
を
出
店
し
ま
す
。

「
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
」
に
色
と

り
ど
り
の
野
菜
や
肉
を
盛
り
付
け
、

え
び
の
産
の
食
材
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

~8/17

　
「
歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
歯
み

が
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
劇
の
内
容
は
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
作
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
真

幸
小
学
校
保
健
給
食
委
員
会
の
児
童
の
皆
さ

ん
で
す
。
同
委
員
会
は
小
学
5
年
生
か
ら
6

年
生
の
14
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
み

が
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
２
０
１
６
年
に
発
足

し
、
学
校
内
で
は
歯
み
が
き
指
導
、
校
区
内

で
は
こ
ど
も
園
な
ど
で
劇
を
披
露
す
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
、
そ
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
平
成
30
年
11
月
に
「
健
や
か
親
子
21
‐

８
０
２
０
の
里
賞
（
ロ
ッ
テ
賞
）
‐
」
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
昨
年
も
同
委
員
会
で

活
動
し
て
い
た
現
在
の
委
員
長
加
治
佐
和の

ん音

さ
ん
（
6
年
）
は
「
歯
み
が
き
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
活
動
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

歯
み
が
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
歯
み
が
き
の

基
本
と
な
る
「
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
」「
歯
ブ
ラ
シ
を
細
か
く
動
か
す
」

「
鏡
を
見
な
が
ら
歯
み
が
き
を
す
る
」「
1
日

3
回
、
食
後
に
歯
み
が
き
を
す
る
」
や
、
む

し
歯
予
防
と
し
て
「
歯
に
く
っ
つ
く
お
か
し

は
な
る
べ
く
食
べ
な
い
」「
歯
が
痛
い
時
は
、

早
く
歯
医
者
に
行
く
」
と
い
う
こ
と
を
劇
の

中
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
歯
み
が
き
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
で
歯
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
歯
み
が
き
指
導
で

役
立
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
年
を
取
っ
て

も
自
分
の
歯
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
歯
の

健
康
を
保
つ
大
切
さ
を
伝
え
た
い
で
す
」
14

人
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

真幸小学校
歯みがき
レンジャー

いつまでも自分の
歯で生活できるよ
うに
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住宅用材をひいている所

田中絵梨加さん

所在地 え び の 市 大 字 原 田
1403 番地 188

事業内容

苗 木 の 生 産、 植 林、
下刈等手入れ、間伐

（皆伐）、製材、丸太・
製品販売

創立 昭和 34 年

従業員 35 人（えびの出身者：
26 人）

電話番号 33-0144

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
い
、
広
報

え
び
の
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
観
光
商

工
課
商
工
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
3
7
2
8

【事業所概要】

会社概要

　力仕事をしてみたいという思いがあり、
女性大歓迎という求人を見て決めました。
現在は、製材の仕上げを担当しています。
作った製品を積んでまとめて持っていき
ますが、目に見えて成果がわかるのでや
りがいを感じます。これからは、もっと
製品を覚えたり、他の作業も自分ででき
るように頑張りたいです。

働く人の声

立石林業株式会社 飯野出張所

小さい製品をひいている所

　立石林業株式会社飯野出張所は、昭和34年
に創立され、「木を育て 水を守り 人を育み 未
来につなぐ」をスローガンに苗木の生産・植
林、製材、製品販売を行っています。本社は
東京にあり、えびの市の他に秋田県に2つの
出張所があります。
　丸太は、柱や壁板などの木材製品に加工し、
建築業者や木材市場に販売しています。苗木
の生産から、製品に加工し販売するまでを自
社内で行っています。自社内で一連の工程が
できる環境を整えているため、品質が安定し、
販売先からも高い評価をもらっています。
　製材機械や林業機械を扱うので、安全第一
を徹底しています。従業員には、働きながら
資格がとれるように講習の費用を補助したり、
条件によって住居手当等の給付をしたりして
います。
　引き続き安定したものを供給できるよう、
自社内での生産・加工に取り組んでいきます。

家 学庭 教 育 級 信通

加久藤小学校家庭教育学級長

大河平　茜さん

6 月に子育て講座を行いました

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

逞た
く
まし

き
歩
道
の
透
き
間
あ
ら
草
は

物
音
聞
き
つ
忽
ち
伸
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　
東
の
空
に
朝
日
が
昇
る
児
童
の
登
校
見
守
に
元
気
な
笑
顔
に
会
え
る
喜
こ
び
、
目
的

地
ま
で
の
歩
道
の
透
き
間
の
あ
ら
草
は
季
節
季
節
自
然
に
生
え
て
強
く
逞
し
く
自
然
に

伸
び
育
ち
上
江
っ
子
も
あ
ら
草
の
よ
う
に
強
く
逞
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。（
自
註
）�

短
歌そ

の
蛇
の
衣き

ぬ

く
だ
さ
い
と
下
校
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
原
伊
津
子

　
そ
れ
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
帰
途
、
榎
田
橋
の
堤
防
で
の
出
来
ご
と
で
し
た
。い
ま
脱
皮

し
た
ば
か
り
の
生
々
し
い
完
全
な
形
で
の
蛇
の
脱
け
殻
を
見
つ
け
ま
し
た
。立
ち
す
く

ん
で
い
る
と
学
校
帰
り
の
女
の
子
が
二
人
や
っ
て
き
て
「
そ
れ
を
く
だ
さ
い
。お
守
り
に

し
ま
す
。」「
ど
う
ぞ
。」
と
言
う
と
さ
っ
と
拾
い
上
げ
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
な
が
ら
帰
っ
て
行

き
ま
し
た
。爽
や
か
な
幕
切
れ
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩ゆ

と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
虎
夫

庭
の
花
壇
に　

桔
梗
の
か
た
ま
り
が

青
紫
色
の
花　

一
杯
咲
か
せ
て
い
る

例
年
に
な
く　

早
い
開
花
だ

梅
雨
に
入
っ
て
も
降
ら
ず　

風
情
が
な
い

生
物
時
計
が　

リ
ズ
ム
乱
さ
れ
た
の
か

き
ょ
う
は
夏
至　

野
菜
畑
に
出
る
と

梅
雨
ど
き
の
香
り　

育
ん
で
い
た

し
ゃ
れ
た
ち
ぢ
み
模
様
の　

キ
ュ
ウ
リ

ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
の
薄
紅
色
を
ま
じ
え
た
白
い
花

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の　

ひ
か
え
め
な
白
い
花

ナ
ス
は　

う
す
紫
の
花
び
ら
と
黄
の
蕊し
べ

が
緑
葉
に

紫
紺
色
の
実
鮮
や
か
に
稔
ら
せ
る

ピ
ー
マ
ン
の
花
は
う
つ
む
い
て　

白
い
星
型
の

地
味
な
花　

凛
と
し
た
趣
を
蓄
え
て

つ
や
あ
る
香
り
の
果
実　

恵
与
え
る

立
っ
た
ま
ま
黙
想
し　

深
く
長
い
呼
吸
を
す
る

い
つ
い
か
な
る
時
で
も
こ
れ
く
ら
い
の
ゆ
と
り

身
に
つ
け
た
い　

己
に
い
い
き
か
せ
た

グレイヘアと生きる

近藤サト／著
（ SBクリエイティブ）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

大根はエライ

久住昌之／文・絵
（福音館書店）

◎お知らせ

■文化の杜の夏まつり
●開催日＝8月17日（土）
●時間＝午前10時～午後7時
●場所＝文化の杜
●内容

・南極クラス（南極観測隊参加経験者による楽しい体験談）
・映画「トイレの花子さん」
・ソーラーカー作成講座
・九州電力コーナー
・おもちゃ展
・おもちゃ病院
・ストラックアウト
・文化センターホールの探検
・とろ～り触感スライムをつくろう！
・段ボールで財布を作ろう
・大人のためのおはなし会
・スタンプラリー（ヨーヨーのプレゼントがあるよ！）
・ブックランド号＆子ども広場
・キッズルーム
・物販コーナー（かき氷ほか）

8 月 時間
市立病院→さくら苑 ※ 14 日（水） 14：05 ～ 15：15
プラッセだいわ→真幸地
区体育館→老人福祉セン
ター

1 日（木）、15 日
（木）、29 日（木） 14：05 ～ 16：30

飯野地区コミュニティセ
ンター

2 日（金）、16 日
（金）、30 日（金） 14：05 ～ 14：30

飯野駅前地区体育館→飯
野出張所 7 日（水）、21 日（水）14：05 ～ 15：15

麓橋団地→大平職員宿舎
→自衛隊官舎 9 日（金）、23 日（金）14：50 ～ 16：30

◎ブックランド号

※ 28 日（水）のみ岡元小学校→市立病院→さくら苑（13：15 ～）

　令和元年度の加久藤小学校家
庭教育学級は、23人の学級生で
スタートしました。
　今年度も「ゆったり子育て」の
ヒントになるような子育て講座
や親子で参加できる体験活動を
計画しています。また、その活動
の半数は、加久藤中学校家庭教
育学級生と合同で行い、中学校
の保護者との交流の場にもなっ
ています。
　6月12日は、小中学校合同で
開級式を行いました。開級式の
後は「アンガーマネジメント～
あなたの怒りスイッチコントロ

ールしてみませんか～」と題し
て日本アンガーマネジメント協
会の山元英之氏を招いて子育て
講座を開催しました。参加者は、

「自 分 の 中 の 基 準『◯ ◯（す）
べき』を相手に求めない」、「怒り
スイッチが入ったら6秒待つ」な
ど、多くのことを学ぶ時間となっ
たようです。
　仕事・家庭・子育てに日々奮闘
している保護者の皆さんに「今
日は行けるかも」「行ってみよう
かな」と思ってもらい、ふらっと
参加できる楽しい家庭教育学級
にしたいと思います。
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乳
幼
児
の
体
と
心
は
「
眠
る
こ
と
」

「
自
分
の
か
ら
だ
を
使
っ
て
遊
ぶ
こ
と
」

「
食
べ
る
こ
と
」「
愛
さ
れ
る
こ
と
」
な

ど
に
よ
り
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。し
か

し
、
乳
幼
児
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
長
時
間
使
用
す

る
と
、
視
力
の
発
達
や
眠
り
の
質
な
ど

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

生
後
1
カ
月
ご
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
視

力
は
、
0
・
01
ほ
ど
で
す
。視
力
は
「
遠

く
の
も
の
を
見
る
」「
奥
行
き
を
判
断

す
る
」「
動
く
も
の
を
追
う
」
こ
と
を
す

す
。
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
は
、
昼
間
の
太
陽

光
に
含
ま
れ
て
い
る
光
で
す
。目
を
通

し
て
脳
内
の
体
内
時
計
に
作
用
し
、
脳

に
昼
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
夜
に
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

の
光
を
浴
び
る
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

視
力
だ
け
で
な
く
、
質
の
良
い
睡
眠

を
と
り
、
朝
か
ら
元
気
に
活
動
す
る
脳

を
育
て
る
た
め
に
も
、
乳
幼
児
期
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
の
使
用
は

控
え
ま
し
ょ
う
。

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

鞍
津
輪
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
子
ど
も
の
目
に
悪
い

る
中
で
、
脳
と
連
動
し
な
が
ら
、
小
学

校
入
学
ま
で
に
大
人
の
視
力
に
発
達
し

て
い
き
ま
す
。歩
き
始
め
る
1
歳
以
降

に
、
外
遊
び
な
ど
自
ら
が
動
く
こ
と
で
、

眼
球
運
動
や
目
の
調
節
機
能
が
発
達
し

ま
す
。
し
か
し
、
近
く
て
狭
い
画
面
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
見
続
け
る
と
、

動
い
て
い
る
も
の
を
見
た
り
、
ピ
ン
ト

を
合
わ
せ
て
見
た
り
す
る
目
の
機
能
の

発
達
が
阻
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画

面
か
ら
出
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
も
問
題
で

　

ハ
ガ
キ
等
に
書
か
れ
て
い
る
電
話
番

号
に
実
際
に
連
絡
す
る
と
、
訴
訟
の
取

り
下
げ
の
た
め
と
称
し
て
弁
護
士
と
名

乗
る
人
物
を
紹
介
さ
れ
、
訴
訟
取
り
下

げ
費
用
等
と
称
し
て
料
金
を
請
求
さ
れ

ま
す
。支
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す

こ
と
は
困
難
で
す
。

　

ま
ず
は
相
手
に
連
絡
を
せ
ず
、
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

市
消
費
者
相
談
窓
口
（
火
曜
日
の
み
）

☎
35
‐
3
7
3
1

　
　
　
文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

架
空
請
求
が
横
行
し
て
い
ま
す

　
「
身
に
覚
え
が
な
い
消
費
料
金
の
訴

訟
最
終
通
告
と
い
う
ハ
ガ
キ
が
届
い

た
」
と
い
う
架
空
請
求
の
相
談
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。封
書
で
届
い
た
と
い

う
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
請

求
ハ
ガ
キ
等
が
届
い
た
人
の
中
に
は
、

自
分
が
利
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
連

絡
し
て
し
ま
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

正
式
な
裁
判
手
続
き
で
は
、
訴
状
は

「
特
別
送
達
」
と
記
載
さ
れ
た
裁
判
所

の
名
前
入
り
の
封
書
で
届
き
ま
す
。郵

便
配
達
員
が
直
接
手
渡
す
こ
と
が
原
則

と
な
っ
て
お
り
、
郵
便
受
け
に
投
げ
込

ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

請
求
ハ
ガ
キ
等
に
は
「
自
宅
へ
出
向

く
」「
勤
務
先
を
調
査
」「
執
行
官
の
立

ち
会
い
の
も
と
、
給
与
・
動
産
・
不
動
産

の
差
押
え
」「
強
制
執
行
」「
信
用
情
報

機
関
に
登
録
」
な
ど
不
安
を
あ
お
る
よ

う
な
脅
し
文
句
が
書
い
て
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
の

ハ
ガ
キ
等
に
書
い
て
あ
る
電
話
番
号
に

は
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

詐欺被害防止コールセンター

水遊びは安全に

気温も上がり、水遊びをする機会が多くなります。
水の危険を知らないまま遊泳し、毎年水難事故

が起きています。遊泳する際には、次のことに注意
してください。

「遊泳禁止の場所ではないか確認」・「増水などの危険
はないか（前日から当日の天候の確認など）」・「自分
の体調は万全か（体調不良、飲酒、睡眠不足など）」・「周
りに監視はいるか（子どもだけで遊ぶ、少人数の遊泳、
飛び込み等の危険行為など）」・「溺れた時の準備はあ
るか（空のペットボトル、ロープ、通報手段など）」・

「危険箇所はないか（水流が速い場所、急に深くなる
場所、人から見えにくい場所など）」
以上を心掛け、安全で楽しい時間を過ごしましょう。

6月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 6件
救 急 63件� 年 計 442件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

6月の交通事故発生状況
人 身 4件 本年累計 14件
物 件 26件� 本年累計 167件

　

熱
中
症
は
、
夏
の
強
い
日
差
し
の
下

で
激
し
い
運
動
や
作
業
を
す
る
時
だ
け

で
な
く
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
な
い
梅

雨
明
け
の
時
期
に
も
起
こ
り
ま
す
。ま

た
、
屋
外
だ
け
で
な
く
、
高
温
多
湿
の

室
内
で
も
発
症
し
ま
す
。宮
崎
県
内
で

は
、
平
成
30
年
の
5
月
か
ら
9
月
の
間

に
9
2
1
人
が
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
う
ち
未
成
年
者
と
高

齢
者
の
搬
送
者
が
全
体
の
6
割
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
庁
に
よ

る
と
、
3
人
に
1
人
は
入
院
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
時
の
熱
中
症
は
、
10
代
で

多
く
み
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、
発
汗
・
血

圧
機
能
調
節
が
未
発
達
な
た
め
、
熱
中

症
に
な
る
危
険
性
が
大
き
い
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。熱
中
症
死
亡
事
故
件

数
を
見
る
と
、
部
活
動
で
は
野
球
が
突

出
し
て
お
り
、
部
活
動
以
外
で
は
登
山

中
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
時
の
熱
中
症
発
生
の
要
因

に
は
「
環
境
」「
体
の
状
態
」「
運
動
」
が

あ
り
、
一
つ
で
も
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

と
熱
中
症
を
発
症
し
て
し
ま
い
ま
す
。

暑
い
中
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
が

上
が
ら
ず
、
体
力
も
消
耗
し
ま
す
。
熱

中
症
事
故
防
止
と
と
も
に
、
効
果
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
観
点
で
も
、
水

分
補
給
や
運
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一
人
一
人
の
体
調

の
把
握
と
、
気
温
に
合
わ
せ
た
運
動
強

度
な
ど
、
監
督
者
に
は
適
切
な
指
導
と

管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
常
に
潜
む
危
険
や
救
急
処
置
な
ど

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
、
暑
い
季

節
も
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

熱
中
症
か
ら
体
を
守
り
ま
し
ょ
う

警 察 か ら 委 託 を 受 け た コ ー ル セ ン タ ー の 女
性 オ ペ レ ー タ ー か ら 、皆 さ ん に 電 話 を か け 、

う そ 電 話 詐 欺 被 害 防 止 の た め の 注 意 喚 起 お よ び
ア ド バ イ ス を 行 い ま す 。か か っ て く る 電 話 の 番
号 は「 0 1 2 0 - 1 1 0 - 3 0 4 」で す 。期 間 は 、7 月 1 日 か
ら 令 和 2 年 8 月 3 1 日 ま で で す 。
　 オ ペ レ ー タ ー が 、個 人 情 報 や 口 座 番 号 、暗 証
番 号 な ど を 聞 き 出 し た り 、現 金 を 要 求 す る こ と
は あ り ま せ ん 。次 の 点 を 気 を つ け て く だ さ い 。

・電 話 番 号 に 間 違 い は な い か
・う そ 電 話 詐 欺 の 注 意 喚 起 の 内 容 で あ る か
・「 宮 崎 県 警 察 う そ 電 話 詐 欺 被 害 防 止 コ ー ル セ
ン タ ー の ○ ○ で す 」と 名 乗 っ て い る か

・オ ペ レ ー タ ー は 女 性 で あ る か

L i f e l o n g  s p o r t

生涯スポーツ
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市長等政治倫理審査会審査報告書
の要旨を公表します

　えびの市長等政治倫理審査会は、6月21日にえびの市
長とその配偶者の資産等報告書などの審査を行いまし
た。審査報告書が市長宛てに提出されたため、要旨を次
のとおり公表します。審査報告書と資産等報告書などは
市総務課で閲覧できます。

【審査報告書の要旨】
［審査の対象］条例に基づき市長が作成した市長とその

配偶者に係る次の報告書
1.資産等補充報告書
2.所得等報告書
3.関連会社等報告書

［審査結果］各報告書について、証明書類に基づき確認、
審査した結果、疑義なく適正に報告されているものと認
められる。
問市総務課 人事係
☎35-3711（課直通）

戦没者追悼と平和を願いサイレンを
吹鳴します

　広島原爆投下の8月6日午前8時15分と、長崎原爆投下
の8月9日午前11時2分、終戦の日の8月15日正午に、戦没
者追悼と平和を願い、サイレンを吹鳴します。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問市福祉事務所 福祉係
☎35-1115（直通）

美化センターの日曜日の稼働日を一
部変更します

　市内では、毎年8月の第1日曜日に地域美化の目的で草
刈り・片付け等を行う地区が多くあります。そのため、8
月だけ美化センター日曜日の稼働日を変更します。

【8月の日曜日の稼働日】
［変更前］18日（第3日曜日）［変更後］4日（第1日曜日）
問市美化センター

☎33-5782

参加者募集「夏休みの体験活動」

　市では、以下の青少年夏休みの体験活動を開催します。
■農家民泊体験
　普段食べている農産物がどのような場所で、どのよう
に作られているかを自ら体験し、農業や食べ物の大切さ
を再確認します。

【開催日】8月19日（月）・20日（火）
【集合時間】午後3時
【対象】小学校4年生～ 6年生
【定員】10人
【参加費】560円
【民泊先】市内受入先農家

■シュノーケリング体験教室
　日南市目井津港から船で大橋へ渡り、インストラク
ターの指導のもと、シュノーケリングを体験します。

【開催日】8月22日（木）
【集合時間】午前6時15分
【対象】小学校4年生～中学校3年生 ※7月29日実施分に

申し込み済みの人は対象外です。
【定員】10人
【参加費】1000円（お弁当・飲み物は各自持参）
【場所】日南市・大島

■新幹線・特急かわせみ　やませみ乗車体験
　鹿児島ー熊本間は「新幹線さくら」、人吉ー吉松間は「特
急かわせみ　やませみ号」に乗車し、球磨川や人吉盆地
などの大自然を車窓から体験します。

【開催日】8月23日（金）
【集合時間】午前11時45分
【対象】小学校4年生～中学校3年生
【定員】16人
【参加費】無料 ※昼食はありませんので出発前に済ませ

てください。
【乗車区間】鹿児島中央駅から熊本駅を経由して人吉駅

まで
■共通事項

【集合場所】市文化センター

【申込開始日】7月24日（水）午前9時～
※それぞれ定員に達し次第締め切ります。

【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話でお申し込
みください。
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-2268（課直通）

ご参加ください「インバウンド講座」

　市国際交流センターでは、外国人のおもてなしを考え
る「インバウンド講座」を開催します。ぜひ、ご参加くだ
さい。

【開催日】8月7日（水）
【時間】午後7時～午後8時30分
【場所】市国際交流センター
【対象】どなたでも参加できます
【講師】えびの市外国語指導助手　アヤ・サイエット氏（エ

ジプト出身）
【内容】エジプトのことや日本との違いなどの講話の後、

質問に応じます。※講師は全て日本語で話します。
エジプトの民芸品なども見ることができます。

【申込方法】市国際交流センターに電話でお申し込みく
ださい。
申・問市国際交流センター
☎35-3211

高校生の税の作文を募集します

　国税庁では、高校生の皆さんから税に関する作文を募
集します。

【テーマ】税の意義と役割について考えたこと
【内容】税に関するニュースや身近な税の話題について

考えたことなど、自分の言葉で表現しているもの
※作文の題名は自由です。

【文字数】800字以上1200字以内
【申込期限】9月5日（木）
【申込方法】最寄りの税務署に原稿を提出してください。

　詳しくは、国税庁ホームページ（ http://www.nta.
go.jp/ ）で確認するか、最寄りの税務署にお尋ねください。
問小林税務署
☎23-3126（自動音声案内）
※自動音声案内に従って「2」を選択してください。

自宅でも利用できます「国税電子申
告・納税システム（ e-Tax）」

　国税電子申告・納税システム（e-Tax ）は、自宅やオフィ
ス、税理士事務所などからインターネットを利用して、
国税に関する各種手続きができます。
　スマートフォンなどでも、電子署名を必要としない一
部の手続きなどを利用することができます。また、給与
所得者（年末調整済み）で医療費控除またはふるさと納
税などの寄附金控除を適用して申告する人は、スマート
フォン専用の画面を利用して所得税の確定申告書を作成
することができるようになりました。
■e-Taxのメリット

・税務署へ出向くことなく、インターネットを利用して
各種手続き（所得税・法人税・贈与税・消費税・酒税・印紙
税などの申告、全ての国税の納税、納税証明書の交付請
求および法定調書の提出などの申請・届出等）を行うこ
とができます。

・申告書、申請書、添付書類などをインターネットを利用
して提出できるため、ペーパーレス化につながります。

・所得税の確定申告において、一部の添付書類（源泉徴収
票など）は内容を入力して送信することで、提示または
提出を省略することができます。

・書面で提出した場合より、還付金が早く受け取れます。
・マイナンバーに係る本人確認書類の提示または写しの
提出が不要です。

・納税証明書の交付請求手数料が書面請求の場合よりも
安価です。
　詳しくは、e-Taxホームページ（ http://www.e-tax.nta.
go.jp/ ）をご覧ください。
問小林税務署
☎23-3126（自動音声案内）
※自動音声案内に従って「2」を選択してください。
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北 きりしま田 舎 物 語 田 植 え 交 流 会 の取 材に行 きまし
た 。生 徒 たちは楽しそうに 植 えていました 。秋に 収

穫 さ れ たら、生 徒 たちに 送ら れ ま す。食 べ たとき の 感 想
が 楽し みです。（ 東 ）

以 前、取 材 で 田 ん ぼに長 靴で入ったら抜けなくなって、
しりもちをつき、泥まみ れ になったことが ありまし

た 。今 回 ははだしで チャレンジしました 。田 植 えはどうし
ても下を向いて作 業 するので、撮 影 が 難しい！（ 久保 田 ）

人　口 18,202人（前月比-135人）

男性／ 8,606人（ -119人）　女性／ 9,596人（ -16人）

転入／ 24人　転出／ 139人
出生／ 3人　死亡／ 23人

世帯数 8,435世帯（前月比-115世帯）
（令和元年7月1日現在）

E
d
ito

r's

【期日および場所】
・8月14日（水）市役所本庁1階1－1会議室（ ATM横）
・8月15日（木）飯野地区コミュニティセンター
・8月16日（金）真幸地区コミュニティセンター（真幸出
張所）
※この日程を除く、8月1日（木）～ 30日（金）の受け付
けは、市福祉事務所子育て支援係で行います（土日、祝
日を除く）。

【受付時間】午前9時～午後5時
※この日時に手続きできない場合は、事前にご連絡くだ
さい。別途対応します。
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

更新手続きをお願いします「母子家
庭・父子家庭医療費受給資格証」

　市では、母子家庭・父子家庭または父母のいない児童
の健康増進と福祉の向上を目的として、医療費の一部を
助成しています。
　受給資格証を持っている人は更新の手続きが必要です。
更新しないと8月以降の助成が受けられなくなりますの
で、次の日程で必ず更新手続きを行ってください（ただ
し、児童扶養手当を受給している人は、児童扶養手当の
現況届受付の際に更新手続きを行います。）。
　なお、本助成の対象となる人で、現在、受給資格証を
持っていない人の申請も受け付けます。

【期間】8月28日（水）～ 8月30日（金）
【場所】市福祉事務所
【時間】午前8時30分～午後5時15分

※この日時に手続きできない場合は、事前にご連絡くだ
さい。別途対応します。

問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

宮崎県「男女共同参画功労賞」・「女
性のチャレンジ賞」候補者募集

　宮崎県では、男女共同参画社会づくりに対する県民の
関心と意欲を高め、男女共同参画社会の形成を促進する
ため、「宮崎県男女共同参画功労賞」と「宮崎県女性のチャ
レンジ賞」の候補者を募集します。
■宮崎県男女共同参画功労賞

【対象】男女共同参画社会づくりに3年以上活動または取
り組みを行っている功労のある県内在住（所在）の個人・
団体・事業者
■宮崎県女性のチャレンジ賞

【対象】起業、NPO法人での活動、地域活動等にチャレ
ンジすることで輝いている女性個人および女性団体・グ
ループ
■共通事項

【募集期間】8月15日（木）まで
【表彰の時期】12月中旬予定
【申込方法】応募書類を市総務課人権啓発室に提出して

ください。 ※応募書類は、市総務課または県生活・協働・
男女参画課、県男女共同参画センターで取得するか、県
ホームページ（ https://www.pref.miyazaki.lg.jp/ ）から
ダウンロードしてください。
※自薦他薦は問いません。どなたでも応募できます。
申・問市総務課 人権啓発室
☎35-3711（課直通）
問宮崎県 総合政策部 生活・協働・男女参画課
☎0985-26-7040

◎ 今月の 表 紙
　 6 月21 日、飯 野 高 校 前 の 水 田 で
田 植 え が 行 わ れ まし た 。子ど も た
ち は、足 で 感じ る泥 の 感 触 に 驚 き
な が らも、高 校 生 が 小 学 生 に 教 え
な が ら 楽しそ うに 田 植 えを 行 って
いました 。

更新手続きを行ってください
「国民健康保険限度額適用認定証」
　国民健康保険限度額適用（限度額適用・標準負担額減
額）認定証の切り替え時期です。現在、お持ちの国民健
康保険限度額適用認定証は、7月31日の有効期限となっ
ています。必ず更新手続きを行ってください。

【申請場所】市健康保険課 医療保険係
【申請期間】8月1日（木）から8月30日（金）まで
【手続きに必要なもの】
・世帯主の認め印鑑
・世帯主および本人の個人番号の分かるもの（マイナン
バーカードなど）

・認定証が必要な人の新しい被保険者証（7月下旬に郵送
予定）

・現在お持ちの認定証
※家族または代理人でも手続きはできます。
※8月中に切り替えを行わないと、窓口での支払いが一
部負担金（３割等）の金額に戻ります。
問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

消費税軽減税率制度説明会を開催
します

　小林税務署では、消費税軽減税率制度について理解を
深めてもらうために「消費税軽減税率制度説明会」を行い
ます。10月1日から消費税および地方消費税の税率が8％
から10％に引き上げられると同時に、消費税の軽減税率制
度が実施されます。
　この制度は、対象となっている品目を取り扱う事業者だ
けでなく、消費税の納税義務がない免税事業者の人を含め、

多くの事業者に関係する制度です。ぜひ、ご参加ください。
【開催日】8月8日（木）
【時間】午後1時～午後2時
【場所】市文化センター　大研修室
問小林税務署 法人課税部門
☎23-3126（自動音声案内）
※自動音声案内に従って「2」を選択してください。

児童扶養手当の現況届と臨時・特別
給付金の手続きをお願いします

■児童扶養手当の「現況届」
　児童扶養手当は、父または母と生計を同じくしていな
い児童、または父母のいない児童が育成される家庭（ひ
とり親家庭等）に支給されます。
　児童扶養手当を受給するためには、市への申請が必要
です。申請がない場合は受給資格があっても支給するこ
とができませんので、必ず申請してください。児童扶養
手当は認定された場合、申請の翌月から支給されます。
　また、現在手当を受給している人は、毎年8月に「現況
届」の提出が必要です。この届出を提出しないと、8月以
降の手当が支給されなくなりますので、次の日程で必ず
手続きを行ってください。
※以前は、公的年金を受給する人は児童扶養手当を受給
できませんでしたが、平成26年12月以降は、年金額が児
童扶養手当額より低い人は、その差額分の児童扶養手当
を受給できるようになりました。
■未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金
　児童扶養手当の受給者のうち、「未婚」のひとり親の人
に対して、臨時・特別の措置として給付金を支給します。
児童扶養手当の現況届と同時に申請を行いますので、手
続きをお願いします。

今月の納税

固定資産税 第2期
国民健康保険税 第1期
後期高齢者医療保険料 第1期
7月31日（水）までに納めましょう。
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写真：アカマツにとまるルリタテハ（撮影：平成30年10月25日）
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